助詞４　　副助詞・終助詞
１　副助詞…副助詞の意味と用法　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
副助詞は、それがつく言葉を他と区別して取り立て、意味を付け加える。

主な副助詞の示す意味
１　は　　①「ぼくは行かない。」（区別）　②「そうはさせるか。」（強調）

③「読んでは書く。」（繰り返し）　④「象は鼻が長い。」（題目）

２　も　　①「水を五杯も飲んだ。」（強調）　②「手も足も汚れた。」（並立）

③「あなたも行きますか。」（同類の一つであることを示す）

３　こそ　①「今度こそ成功してみせる。」（強調／提示）

４　さえ　①「君さえいればなあ。」（限定）　②「風に雨さえ加わった。」（添加）
③「水さえ飲めないほど弱っている。」（例をあげて他を類推させる）

５　でも　①「子どもでもわかる内容だ。」（例をあげて他を類推させる）

②「昼食にうなぎでも食おうか。」（およその事柄／軽い例示）

６　しか　①「家には本が十冊ほどしかない。」（限定〔下に否定がくる〕）

７　まで　①「希望を言ったまでだ。」（程度）　②「雪まで降りだした。」（添加）

③「母親にまで文句を言われた。」（例をあげて他を類推させる）

８　ばかり①「百円ばかりかかった。」（程度）　②「本ばかり読んでいる。」（限定）

③「今帰ったばかりです。」（動作の完了直後であることを表す）

９　だけ　①「一つだけください。」（限定）　②「やれるだけやったから悔いはない。」（程度）
１０ほど　①「三日ほど休暇をください。」（程度）

１１くらい①「返事くらいしろ。」（限度）　②「五人くらい参加した。」（程度）

１２など　①「桜などが生えている。」（例示）　②「君など嫌いだ。」（強調）

※他に強調などを表す「だって」、「さえ」と似た意味の「すら」、限定を表す「きり」、並立などを表す「とか」「やら」、選択・例示を表す「なり」などがある。

※古文の「係り結び」で学ぶ「係りの助詞」は、現代では「副助詞」に分類する。
２　終助詞　終助詞の意味と用法　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
終助詞は文末または分の切れ目の文節につき、気持ちや働きかけを表す。
主な終助詞の示す意味
１　か　　①　疑問・質問　②反語　③感動・詠嘆「君も行ってしまうのか。」

２　かい　①　疑問・質問　②　強い否定「うそなんか言うものかい。」

３　かしら①　疑問「雨が降るかしら。」　②　依頼「席を譲ってくれないかしら。」

４　ぞ　　①　念押し・強調「一緒にがんばるんだぞ。」

５　な　　①　禁止「来るな！」　②　命令「来な。」　③念押し　④感動・詠嘆

６　ね　　①　感動・詠嘆　②　念押し「ぜひ来てね。」　③　問いかけ「どうしたね。」

７　や　　①　感動「すごいや。」　②　勧誘「食べようや。」　③　呼びかけ

８　よ　　①　感動「うれしいよ。」　②　強調　③　呼びかけ「大地よ、山々よ。」

９　さ　　①　軽い断定「きっとできるさ。」　②　問いかけ「なぜさ。」　③　強調
１０とも　①　強調（言い切り）「もちろん行くとも。」

１１の　　①　疑問・問いかけ「なぜ泣くの。」　②　軽い断定「一人で考えたいの。」
※他に念押し・勧誘などを表す「ぜ」、感動などを表す「わ」「こと」、「な」「ね」の強めた言い方の「なあ」「ねえ」、感動・反語を表す「ものか」などがある。

【確認問題】

１　次の各文中の副助詞に　　線を引きなさい。

①　それほどの距離なら、自転車にでも乗っていくか。

②　知らないからこそ、あなたに聞くしかないのです。

③　文句など言わずに、自分のことぐらい自分でしろ。

２　次の文中の副助詞に　　を引きなさい。また、その副助詞の示す意味をあとから選び、　　線の右に記号を書きなさい。
賛成者　は　ぼく　だけ　だろう　と　思っ　て　いた　のに、君　やら　彼　まで　
も　賛成し　た。
ア　強調　　イ　並立　　ウ　限定　　エ　区別　　オ　疑問　　カ　添加
３　次の各組の　　線部の副助詞の表す意味を、それぞれの後から一つずつ選び、記号で答えなさい。

Ａ　　①　新しく開発したばかりの製品です。　〔　　　　　〕
②　一時間ばかり昼寝しよう。　　　　　〔　　　　　〕
③　休みの日は一日中寝てばかりいる。　〔　　　　　〕
ア　程度　　イ　限定　　ウ　動作の完了直後

Ｂ　　①　地位どころか、名誉さえ失った。　　〔　　　　　〕

②　このことは母にさえ話していない。　〔　　　　　〕

③　雨さえ降らなければいいのですが。　〔　　　　　〕

ア　限定　　イ　添加　　ウ　例を挙げ他を類推
４　次の各文の　に、（　）の意味を示す終助詞となるよう、ひらがなを一字ずつ書きなさい。

①　もちろん行きます　　　　　、喜んで。　　　（強調）
②　誰かペンを貸してくれない　　　　　　　　。（依頼）
③　もう二度とこんなことをする　　。　　　　　（禁止）
④　もうお父さんは退院なさった　　。　　　　　（問いかけ）
５　次の各文の　　線部の終助詞の示す意味をあとから一つずつ選び、記号で答えなさい。

①　今日で夏休みも終わりか。　　　　　〔　　　　　〕

②　こんなことがあっていいのか。　　　〔　　　　　〕

③　これからどうすればよいのか。　　　〔　　　　　〕

ア　反語　　イ　詠嘆　　ウ　疑問　　エ　強調
